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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経口用の医薬組成物であって、以下の活性成分：
　（ａ）（ｉ）ドキシラミン及び（ｉｉ）その医薬的に許容される塩の１つまたは複数を
約５～約４０ｍｇと、
　（ｂ）（ｉ）式ＩＩのピリドキシン化合物
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【化１】

　（式中、
　Ｒ１は、ヒドロキシル基またはホスフェート基であり、
　Ｒ２は、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨＯまたはＣＨ２ＮＨ２である）
（ｉｉ）（ｉ）の医薬的に許容されるエステル及び（ｉｉｉ）（ｉ）～（ｉｉ）のいずれ
かの医薬的に許容される塩の１つまたは複数を約５～約８０ｍｇと、
　（ｃ）（Ｉ）リボフラビン、（ＩＩ）リボフラビン－５－リン酸、（ＩＩＩ）フラビン
アデニンジヌクレオチド及び（ＩＶ）（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの医薬的に許容され
る塩の１つまたは複数を約２０～約１００ｍｇとを含む、組成物。
【請求項２】
　リボフラビンまたはその医薬的に許容される塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　リボフラビン－５－リン酸またはその医薬的に許容される塩を含む、請求項１に記載の
組成物。
【請求項４】
　ドキシラミン及び／またはその医薬的に許容される塩を約５～約３０ｍｇ含む、請求項
１～３のいずれ一項に記載の組成物。
【請求項５】
　ドキシラミン及び／またはその医薬的に許容される塩を約２０ｍｇ含む、請求項４に記
載の組成物。
【請求項６】
　コハク酸ドキシラミンを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記（ｉ）ピリドキシン化合物、（ｉｉ）その医薬的に許容されるエステル、及び／ま
たは（ｉｉｉ）（ｉ）～（ｉｉ）のいずれかの医薬的に許容される塩を約５～約３０ｍｇ
含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記（ｉ）ピリドキシン化合物、（ｉｉ）その医薬的に許容されるエステル、及び／ま
たは（ｉｉｉ）（ｉ）～（ｉｉ）のいずれかの医薬的に許容される塩を約２０ｍｇ含む、
請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　塩酸ピリドキシンを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　（Ｉ）リボフラビン、（ＩＩ）リボフラビン－５－リン酸、（ＩＩＩ）フラビンアデニ
ンジヌクレオチド及び／または（ＩＶ）（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの医薬的に許容さ
れる塩を約２０～約６０ｍｇ含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　（Ｉ）リボフラビン、（ＩＩ）リボフラビン－５－リン酸、（ＩＩＩ）フラビンアデニ
ンジヌクレオチド及び／または（ＩＶ）（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの医薬的に許容さ
れる塩を約２０～約５０ｍｇ含む、請求項１０に記載の組成物。
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【請求項１２】
　（Ｉ）リボフラビン、（ＩＩ）リボフラビン－５－リン酸、（ＩＩＩ）フラビンアデニ
ンジヌクレオチド及び／または（ＩＶ）（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの医薬的に許容さ
れる塩を約４０ｍｇ含む、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　（ｉ）活性成分（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）の少なくとも１つを含む遅放性組成物を含む
コア；（ｉｉ）コアを取り囲む腸溶性コーティング；並びに（ｉｉｉ）活性成分（ａ）、
（ｂ）及び（ｃ）の少なくとも１つを含む即放性組成物を含む１つまたは複数のコートを
含む二重放出製剤である、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記即放性組成物が、活性成分（ａ）と（ｂ）を含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記遅放性組成物が、（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）を含む、請求項１３または１４に記載
の組成物。
【請求項１６】
　少なくとも１つの医薬的に許容される賦形剤をさらに含む、請求項１～１５のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　錠剤または丸薬の形態である、請求項１～１６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の組成物を含む、ヒト被検体における悪心及び嘔
吐の症状を軽減するための医薬。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の組成物を含む、ヒト妊娠時の悪心及び嘔吐（Ｎ
ＶＰ）の症状を軽減するための医薬。
【請求項２０】
　（Ｉ）リボフラビン、（ＩＩ）リボフラビン－５－リン酸、（ＩＩＩ）フラビンアデニ
ンジヌクレオチド及び／または（ＩＶ）（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの医薬的に許容さ
れる塩から選択されるリボフラビン化合物を２０ｍｇ～１００ｍｇの量で含む、ピリドキ
シンまたはその医薬的に許容される塩で処置された被検体の血漿中のピリドキサール５－
リン酸（ＰＬＰ）のバイオアベイラビリティを向上するための医薬。
【請求項２１】
　前記リボフラビン化合物が、３０ｍｇ～５０ｍｇの量で含まれる、請求項２０に記載の
医薬。
【請求項２２】
　前記被検体が、塩酸ピリドキシンで処置されている、請求項２０または２１に記載の医
薬。
【請求項２３】
　前記ピリドキシンまたはその医薬的に許容される塩と、前記リボフラビン化合物または
その医薬的に許容される塩とが、同じ医薬中に存在する、請求項２０～２２のいずれか一
項に記載の医薬。
【請求項２４】
　更に、コハク酸ドキシラミンを含む、請求項２３に記載の医薬。
【請求項２５】
　前記コハク酸ドキシラミンが、医薬中に、１０ｍｇ～３０ｍｇの量で存在する、請求項
２４に記載の医薬。
【請求項２６】
　錠剤または丸薬の形態である、請求項２３～２５のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項２７】
　前記被検体が、ヒト妊娠時の悪心及び嘔吐（ＮＶＰ）の症状を有する妊娠した女性であ
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る、請求項２０～２６のいずれか一項に記載の医薬。
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